
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年５月３０日 

学校名   河合小学校     

校長氏名  吉村 淑子     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 

 ①河合の環境、地球環境について学習します。 

 ②水や電気などの資源を大切に使います。 

 ③ゴミを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

 ①環境学習 

  ・河合地区の自然環境について総合的な学習の時間に学習します（河合エコ作戦）。 

  ・図書委員会が、環境新聞を作り、地球環境を守ることの大切さを伝えます。 

 ②節電・節水等の取組 

・広報委員会が、校内放送や集会で、節電について呼びかけます。 

・保健委員会が、手洗い・歯みがき時の節水について呼びかけます。 

③地域と連携して分別回収・清掃活動 

 ・運動委員会が、アルミ缶やエコキャップの回収を児童・家庭・地域に呼びかけます。 

 ・美化委員会が、ゴミの減量を呼びかけ、リサイクルボックスを設置・回収します。 

 ・親子奉仕作業で、学校や地域の清掃作業に取り組みます。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 

①②③の委員会の取組では、すべての高学年の児童が、全校に伝える活動を通して、コミュニケーシ

ョンを行う力を身につける。（コミュニケーション）  

 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年 １月３０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  河合小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①河合の環境、地球環境について学習します。 

②水や電気などの資源を大切に使います。 

③ゴミを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

 ・４年生は、総合的な学習の時間に、河合地区の自然環境について調べました。（河合エコ作戦） 

また、調べたことをまとめ、３年生を招待しパソコンを使って発表会をしました。 

   

②節電・節水等の取組 

 ・広報委員会は、「学校や家庭で行っている環境にいいこと」についてアンケートを行い、その結果を

児童集会で発表しました。また、お昼の校内放送で環境に関するビデオを放送しました。 

   

③地域と連携して分別回収・清掃活動 

 ・親子奉仕作業で、学校や地域の清掃作業を行いました。 

  また、地域と協力してアルミ缶の回収をしました。 

   

  

 



 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

 ②の委員会の取組では、児童集会で節電や節水について、「もしも１年間続けたら」「もしも河合地区の

人が全員取り組んだら」等のデータを示し、クイズを出したり手を挙げて答えさせたりしながらわかり

やすく説明し「伝える」力を身につけることができました。（コミュニケーション） 
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 【具体的効果】 

① 総合的な学習の時間に地域の自然環境について学習することにより、児童の中に地域の環境を 

大切にしようとする心やそのために自分ができることを身につけようとする態度等を身につけ

ることができました。また、下の学年の児童を発表会に招待したことにより、３年生は来年度の

活動の意識付けになりました。 

②「環境によいこと」の発表により、「テレビを１つの部屋で見る」など簡単なことでも、多くの

人が、続けてやっていけば、大きなエコになることを知ることができました。 

③親子奉仕作業やアルミ缶回収は、ＰＴＡの行事として毎年行われていますが、親子で協力して一

緒に活動する機会として定着しています。 

 

【改善点】 

・環境ＩＳＯの取組評価票の結果から、児童の「家庭でも環境を守るために自分にできることに取

り組んでいる」、教職員の「学校に取り組んでいる環境学習や活動を保護者や地域に知らせる」

の項目の評価が低いので、学校での活動を広報したり、家庭や地域と協働で取り組んだりなど連

携を進めていきたい。 

・家庭や地域に学校での活動を広めていくなかで、地域の人材をゲストティーチャー等で活用でき

るようにしていきたい。 

 

 


